
年 管 発 ０ ６ ０ ３ 第 １ 号

平 成 ２ ８ 年 ６ 月 ３ 日

日本年金機構理事長 殿

厚生労働省大臣官房年金管理審議官

（ 公 印 省 略 ）

「国民年金法施行令及び政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一

部を改正する法律の一部の施行に伴う経過措置に関する政令の一部を改正する政令」

及び「国民年金法施行規則等の一部を改正する省令」の公布について

国民年金法施行令及び政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一

部を改正する法律の一部の施行に伴う経過措置に関する政令の一部を改正する政令（

平成28年政令第235号。以下「改正政令」という。）及び国民年金法施行規則等の一

部を改正する省令（平成28年厚生労働省令第107号。以下「改正省令」という。）が

公布されたので通知する。

改正政令及び改正省令の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、御了知いただく

とともに、実施に当たっては、貴機構において周知徹底を図り遺漏のないよう取り扱

われたい。

記

第１ 改正政令及び改正省令の趣旨

政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一部を改正する法律（

平成26年法律第64号）附則第14条の規定により、国民年金保険料の納付猶予制度の

対象年齢が現行の30歳未満から50歳未満に拡大されることに伴い、所要の措置を講

ずるもの。

第２ 改正政令及び改正省令の内容

拡大後の納付猶予制度（30歳以上50歳未満を対象。以下「本制度」という。）に

ついて、本制度の申請の受理及びその申請に係る事実についての審査に関する事務

を市町村の法定受託事務とし、本制度の対象者の要件となる所得の上限額、範囲及

び計算方法並びに本制度の申請手続等を定めること。これらについては、現行の若

年者納付猶予制度（20歳以上30歳未満を対象）と同様のものであること。
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なお、改正省令の施行の日前にされた改正前の国民年金法施行規則（昭和35年厚

生省令第12号）第77条の５第３項の規定による申出については、改正後の同項の規

定による申出とみなすものとし、改正省令の施行の日後に改めて当該申出をするこ

とを要さないこと。

第３ 改正政令及び改正省令の施行期日

改正政令及び改正省令は、平成28年７月１日から施行すること。



年 管 発 ０ ６ ０ ３ 第 ２ 号

平 成 ２ ８ 年 ６ 月 ３ 日

地方厚生（支）局長 殿

厚生労働省大臣官房年金管理審議官

（ 公 印 省 略 ）

「国民年金法施行令及び政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一

部を改正する法律の一部の施行に伴う経過措置に関する政令の一部を改正する政令」

及び「国民年金法施行規則等の一部を改正する省令」の公布について

国民年金法施行令及び政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一

部を改正する法律の一部の施行に伴う経過措置に関する政令の一部を改正する政令（

平成28年政令第235号。以下「改正政令」という。）及び国民年金法施行規則等の一

部を改正する省令（平成28年厚生労働省令第107号。以下「改正省令」という。）が

公布されたので通知する。

改正政令及び改正省令の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、御了知いただく

とともに、貴管内市町村への周知をお願いする。

記

第１ 改正政令及び改正省令の趣旨

政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一部を改正する法律（

平成26年法律第64号）附則第14条の規定により、国民年金保険料の納付猶予制度の

対象年齢が現行の30歳未満から50歳未満に拡大されることに伴い、所要の措置を講

ずるもの。

第２ 改正政令及び改正省令の内容

拡大後の納付猶予制度（30歳以上50歳未満を対象。以下「本制度」という。）に

ついて、本制度の申請の受理及びその申請に係る事実についての審査に関する事務

を市町村の法定受託事務とし、本制度の対象者の要件となる所得の上限額、範囲及

び計算方法並びに本制度の申請手続等を定めること。これらについては、現行の若

年者納付猶予制度（20歳以上30歳未満を対象）と同様のものであること。

なお、改正省令の施行の日前にされた改正前の国民年金法施行規則（昭和35年厚



生省令第12号）第77条の５第３項の規定による申出については、改正後の同項の規

定による申出とみなすものとし、改正省令の施行の日後に改めて当該申出をするこ

とを要さないこと。

第３ 改正政令及び改正省令の施行期日

改正政令及び改正省令は、平成28年７月１日から施行すること。



平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
第
十
四
条
第
一
項
及
び
」

を
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
の
表
中
「
第
十
三
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
第
十
三
条
第
一
項
並

び
に
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
者
に
対
す
る
未
支
給
の
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）」を
付
す

る
。第

十
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
額
）

第
十
一
条

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
第
六
条
の
七
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六

年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

国
民
年
金
法
施
行
令
及
び
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
三
十
五
号

国
民
年
金
法
施
行
令
及
び
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
条
第
三
項
及
び
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一

項
第
一
号
並
び
に
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
十
五
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
十
号
中
「
及
び
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則

第
十
九
条
第
三
項
及
び
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
四
条
第
二
項
」
に
、

「
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
並
び
に
第
九

十
条
の
三
第
一
項
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則

第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
十
六
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請

第
十
四
条
の
二
十
三
第
三
号
中
「
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）」を
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
に
改
め
る
。





第
三
項

前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
機
構

機
構

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働

大
臣
の
申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
の
受
理
及
び
処
分
の

権
限
」
と
い
う
。）

の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
う

を
行
う

若
し
く
は
不
適
当

又
は
不
適
当

同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
全
部
又
は
一
部

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

第
四
項

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
全
部
若
し
く
は

一
部

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

又
は
前
項

又
は
同
項

す
る
と
き
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。）
す
る
と
き

第
六
項

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
全
部
若
し
く
は

一
部

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

又
は
第
三
項

又
は
同
項

同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

第
七
項

前
各
項

第
三
項
、
第
四
項
及
び
前
項

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

第
百
九
条
の
二
第
四
項

全
額
免
除
要
件
該
当
被
保
険
者
等

納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
（
政
府
管

掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平

成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
猶
予
要
件
該

当
被
保
険
者
等
を
い
う
。）

第
九
十
条
第
一
項
各
号

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一

項
各
号

第
百
九
条
の
二
第
八
項

第
一
項
の
指
定
の
手
続
そ
の
他
前

各
項

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
及
び
同
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
第

四
項
か
ら
前
項
ま
で

第
百
十
三
条
の
二
第
四

号

第
百
九
条
の
二
第
七
項

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
第

百
九
条
の
二
第
七
項

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
法
令
の
適
用
）

第
十
二
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金
法
第
百
二
十
七
条
第
三
項
第
三
号
中
「
又
は
第
九
十
条
の
三

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
又
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」と
、

確
定
拠
出
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
六
十
二
条
第
三
項
第
六
号
中
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の

運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
法
」
と
、
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第

百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
四
号
中
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
」
と
あ
る
の
は

「
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
法
」
と
、
同
法
第
四
十
五
条
第
三
項
第
七
号
中
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附

則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
法
」
と
、
国
民
年
金
法
施
行
令
第
十
条
第
一
項
中
「
又
は
第
九
十

条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
又
は
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条

第
一
項
」
と
す
る
。

（
日
本
年
金
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
に
関
す
る
国
民
年
金
法
の
技
術
的
読
替
え
）

第
十
三
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
四
第
三
項
、
第
四

項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
所
得
の
範
囲
）

第
十
四
条

国
民
年
金
法
施
行
令
第
六
条
の
十
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
所
得
の
範
囲
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
所
得
の
額
の
計
算
方
法
）

第
十
五
条

国
民
年
金
法
施
行
令
第
六
条
の
十
一
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
の
事
務
の
特
例
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
）

第
十
六
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
改
正
法
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
二
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則

を
含
む
。）を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
平
成
二
十
六
年
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。


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第
七
十
七
条
の
五
の
二
の
見
出
し
中
「
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業

運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
中
「
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
平
成
二

十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
」
を
加
え
、「
又
は
第
二
号
（
」
を
「
若
し
く
は
第
二
号
（
」

に
改
め
、「
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
又
は

第
二
号
の
」
を
「
若
し
く
は
第
二
号
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
若

し
く
は
第
二
号
の
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
中
「
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一

項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
平
成
十

六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
以
下
「
納
付
猶
予
申
請
」
と
い
う
。）」
を
「
又
は
平
成

二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
猶
予
申
請
（
平
成
十
六
年
改
正
法
附

則
第
十
九
条
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
六
年
年

金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
五
の
四
中
「
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善

法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
七
の
見
出
し
及
び
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
」
を
「
、
平
成
十
六

年
改
正
法
」
に
改
め
、「
及
び
第
二
項
第
三
号
」
の
下
に
「
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十

四
条
第
一
項
第
三
号
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
二
項
」
の
下
に
「
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金

事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
八
第
一
項
中
「
附
則
第
十
九
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法

附
則
第
十
四
条
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
平
成
二
十

六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
二
第
二
号
中
「
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
」
と
い
う
。）」
を

「
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該

当
す
る
と
き
に
限
る
。）又
は
第
三
号

第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
の
表
の
上
欄
中
「
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る

こ
と
に
よ
る
申
請
に
限
る
。）」
を
「
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と

に
よ
る
申
請
に
限
る
。）又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
る
申
請
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
附
則
第
十
条
第
九
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
四
条
第
七
項
」
を
加
え
、
同
項
第
二

号
中
「
附
則
第
十
条
第
八
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
四
条
第
六
項
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第

一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法

第
百
九
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
権
限

第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
附
則
第
十
条
第
十
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
四
条
第
八
項
」
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十

五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
の
二
第
三
号
中
「
第
八
十
九
条
」
を
「
第
八
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
又
は
」
を
「
、
」
に
改
め
、「
第

二
項
」
の
下
に
「
又
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

（
厚
生
労
働
省
関
係
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
労
働
省
関
係
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚

生
労
働
省
令
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
附
則
第
十
九
条
第
二
項
各
号
」
の
下
に
「
又
は

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
各
号
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
七
十
七
条
の
五
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
と
み
な
す
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
号

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
四
条
及
び
第
百
十
条
並
び
に
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の

運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
、
第
七
項
並
び
に
第
八
項
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

適
用
す
る
国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
二
第
八
項
並
び
に
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六

十
六
号
）
附
則
第
五
条
の
二
第
三
項
並
び
に
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
四
号
中
「
第
九
十
条
の
三
第
一
項
又
は
」
を
「
第
九
十
条
の
三
第
一
項
、」
に
改
め
、「
若
し
く
は
第

二
項
」
の
下
に
「
又
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
四
条

第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
三
第
二
項
第
三
号
ニ
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業

運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
四
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
十
四
条
の
十
六
第
八
号
」
を
「
第
十
四
条
の
十
六
第
九
号
」
に
改

め
る
。

第
七
十
六
条
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四

条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
並
び
に
」
を
「
、
」
に
改
め
、「
第
二
項
第
一
号
」
の
下
に
「
並
び
に

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
五
の
見
出
し
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
六
年

年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
附
則
第
十
九

条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善

法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、同
項
第
四
号
中「
又

は
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
第
四
号
ロ
中
「
第
三
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
第
三
号
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改

善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
除
く
。）」

の
下
に
「
若
し
く
は
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項

第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
」
を
「
附

則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
」
に

改
め
る
。


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国
民
年
金
法
施
行
令
及
び
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

新
旧
対
照
条
文

◎

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）

抄

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
）

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
）

第
一
条
の
二

法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
務
は
、
市
町
村
長

第
一
条
の
二

法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
務
は
、
市
町
村
長

（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
法
の
規
定
中
当
該
事
務
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
は
、
市
町

い
て
は
、
法
の
規
定
中
当
該
事
務
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
は
、
市
町

村
長
に
関
す
る
規
定
と
し
て
市
町
村
長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

村
長
に
関
す
る
規
定
と
し
て
市
町
村
長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
法
第
九
十
条
の
二
第
四
項
、
平
成
十
六
年

十

法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
法
第
九
十
条
の
二
第
四
項
及
び
平
成
十
六

改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
三
項
及
び
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た

年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九

め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四

十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
並
び
に
平
成
十
六

号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
四
条
第
二
項
に
お

年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
の
受
理
及
び
そ

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並

の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

び
に
第
九
十
条
の
三
第
一
項
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請

の
受
理
及
び
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務
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十
一
～
十
三

（
略
）

十
一
～
十
三

（
略
）

（
法
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
手
続
）

（
法
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
手
続
）

第
十
四
条
の
十
六

法
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定

第
十
四
条
の
十
六

法
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定

め
る
手
続
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
と
す
る
。

め
る
手
続
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請

（
新
設
）

八
・
九

（
略
）

七
・
八

（
略
）

（
法
附
則
第
九
条
の
四
の
九
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
保
険
料
）

（
法
附
則
第
九
条
の
四
の
九
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
保
険
料
）

第
十
四
条
の
二
十
三

法
附
則
第
九
条
の
四
の
九
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
保
険
料
は

第
十
四
条
の
二
十
三

法
附
則
第
九
条
の
四
の
九
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
保
険
料
は

、
次
に
掲
げ
る
保
険
料
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
保
険
料
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
後
納
保
険
料

三

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
後
納
保
険
料



- 3 -

◎

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
）

抄

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
令
）

（
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
令
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

（
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
額
）

第
十
一
条

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
第
六
条
の

（
新
設
）

七
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定

め
る
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
法
令
の
適

用
）

第
十
二
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金

（
新
設
）

の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金
法

第
百
二
十
七
条
第
三
項
第
三
号
中
「
又
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「

若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
又
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た

め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号

）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
と
、
確
定
拠
出
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
八
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号
）
第
六
十
二
条
第
三
項
第
六
号
中
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
政
府
管
掌
年
金
事

業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
法
」

と
、
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第

十
三
条
第
四
号
中
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
」
と
あ

る
の
は
「
、
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改

善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六

十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
国
民
年
金
法
」
と
、
同
法
第
四
十
五
条
第
三
項
第
七
号
中
「
若
し
く
は

第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
九
十
条
の
三
第

一
項
若
し
く
は
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民

年
金
法
」
と
、
国
民
年
金
法
施
行
令
第
十
条
第
一
項
中
「
又
は
第
九
十
条
の
三
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
又
は
平
成
二
十
六
年
改
正
法

附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
日
本
年
金
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
に
関
す
る
国
民

年
金
法
の
技
術
的
読
替
え
）

第
十
三
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
国
民
年
金
法
第

（
新
設
）

百
九
条
の
四
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
項

前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め

機
構
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が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
、
又
は
機
構

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営

限

の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
申
請
の

受
理
及
び
処
分
の
権
限
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
の
受

理
及
び
処
分
の
権
限
」
と
い
う

。
）

の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

を
行
う

行
う

若
し
く
は
不
適
当

又
は
不
適
当

同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

の
全
部
又
は
一
部

第
四
項

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

限
の
全
部
若
し
く
は
一
部

又
は
前
項

又
は
同
項

す
る
と
き
（
次
項
に
規
定

す
る
と
き

す
る
場
合
を
除
く
。
）

第
六
項

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限
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限
の
全
部
若
し
く
は
一
部

又
は
第
三
項

又
は
同
項

同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

第
七
項

前
各
項

第
三
項
、
第
四
項
及
び
前
項

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

限同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

申
請
の
受
理
及
び
処
分
の
権
限

（
所
得
の
範
囲
）

第
十
四
条

国
民
年
金
法
施
行
令
第
六
条
の
十
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附

（
新
設
）

則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
所
得
の
範
囲
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
所
得
の
額
の
計
算
方
法
）

第
十
五
条

国
民
年
金
法
施
行
令
第
六
条
の
十
一
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
改
正
法

（
新
設
）

附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
の
事
務
の
特
例
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
）

第
十
六
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十

（
新
設
）

六
年
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
二
第
四
項

か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
平
成
二
十
六
年
改
正
法
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
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ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
百
九
条
の
二
第
四

全
額
免
除
要
件
該
当
被
保

納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者

項

険
者
等

等
（
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の

運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六

十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六

年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則

第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者

等
を
い
う
。
）

第
九
十
条
第
一
項
各
号

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第

十
四
条
第
一
項
各
号

第
百
九
条
の
二
第
八

第
一
項
の
指
定
の
手
続
そ

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第

項

の
他
前
各
項

十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
の
規
定
及
び
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
さ

れ
る
第
四
項
か
ら
前
項
ま
で

第
百
十
三
条
の
二
第

第
百
九
条
の
二
第
七
項

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第

四
号

十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
第
百
九

条
の
二
第
七
項
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（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
対
す
る
未
支
給
の
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
請
求
す
る

（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
対
す
る
未
支
給
の
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

こ
と
が
で
き
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条
・
第
十
八
条

（
略
）

第
十
一
条
・
第
十
二
条

（
略
）

（
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
）

（
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２

国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
四
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は

２

国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
四
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は

、
機
構
に
よ
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
に
係
る
事
務
の
実
施
に
つ
い
て
準
用
す
る

、
機
構
に
よ
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
に
係
る
事
務
の
実
施
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

る
。

第
三
項

（
略
）

（
略
）

第
三
項

（
略
）

（
略
）

第
一
項
各
号

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営

第
一
項
各
号

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営

の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法

の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六

に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六

年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
。
以

年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
経
過
措

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
経
過
措

置
政
令
」
と
い
う
。
）
第
十
九

置
政
令
」
と
い
う
。
）
第
十
三

条
第
一
項
各
号

条
第
一
項
各
号

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
四
項

に
よ
り
第
一
項
各
号

に
よ
り
経
過
措
置
政
令
第
十
九

第
四
項

に
よ
り
第
一
項
各
号

に
よ
り
経
過
措
置
政
令
第
十
三
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条
第
一
項
各
号

条
第
一
項
各
号

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
六
項

に
よ
り
第
一
項
各
号

に
よ
り
経
過
措
置
政
令
第
十
九

第
六
項

に
よ
り
第
一
項
各
号

に
よ
り
経
過
措
置
政
令
第
十
三

条
第
一
項
各
号

条
第
一
項
各
号

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
七
項

前
各
項

経
過
措
置
政
令
第
十
九
条
第
一

第
七
項

前
各
項

経
過
措
置
政
令
第
十
三
条
第
一

項
並
び
に
第
三
項
、
第
四
項
及

項
並
び
に
第
三
項
、
第
四
項
及

び
前
項

び
前
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
）

（
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
）

第
二
十
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

２

国
民
年
金
法
第
百
九
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

る
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
中
「
機
構
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
年
金
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う

項
中
「
機
構
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
年
金
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う

。
）
」
と
、
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善

。
）
」
と
、
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善

の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措

の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措

置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
。
同
項
に
お
い
て
「
経

置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
。
同
項
に
お
い
て
「
経

過
措
置
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
各
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二

過
措
置
政
令
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
各
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
経
過
措
置
政
令
第
二
十
条
第
一
項
及
び
前
項
」
と
、
「
第
一
項

項
」
と
あ
る
の
は
「
経
過
措
置
政
令
第
十
四
条
第
一
項
及
び
前
項
」
と
、
「
第
一
項

各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

◎

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）

抄

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
国
民
年
金
原
簿
の
記
載
事
項
）

（
国
民
年
金
原
簿
の
記
載
事
項
）

第
十
五
条

法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

第
十
五
条

法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項

四

法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項

、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
政
府
管
掌

又
は
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
及
び
法
第
九
十
条
の
二
第

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改

一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
に
つ
き
納
付
す
る
こ
と
を

善
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要

要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
関
す
る
事
項

し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
及
び
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
に
つ
き
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ

た
保
険
料
に
関
す
る
事
項

五

（
略
）

五

（
略
）

（
令
第
十
四
条
の
十
四
の
申
出
書
の
記
載
事
項
等
）

（
令
第
十
四
条
の
十
四
の
申
出
書
の
記
載
事
項
等
）
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第
七
十
三
条
の
三

（
略
）

第
七
十
三
条
の
三

（
略
）

２

前
項
の
申
出
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

２

前
項
の
申
出
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
手
続
が
次
に
掲
げ

三

法
附
則
第
九
条
の
四
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
手
続
が
次
に
掲
げ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
前
項
の
申
出
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
前
項
の
申
出
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
掲
げ
る
書
類

に
掲
げ
る
書
類

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二

ニ

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請

第
七
十

十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請

第
七
十
七
条

七
条
の
五
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
三
号
又

の
五
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
三
号
又
は
第

は
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
な

四
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
と
き
は
、
当
該
書
類
に
係
る
事
実
を
証
す
る
の
に
参
考
と
な
る
書
類
）

き
は
、
当
該
書
類
に
係
る
事
実
を
証
す
る
の
に
参
考
と
な
る
書
類
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
令
第
十
四
条
の
十
六
第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
手
続
）

（
令
第
十
四
条
の
十
六
第
八
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
手
続
）

第
七
十
三
条
の
四

令
第
十
四
条
の
十
六
第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

第
七
十
三
条
の
四

令
第
十
四
条
の
十
六
第
八
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
手
続
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
続
と
す
る
。

る
手
続
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
続
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

第
七
十
六
条

第
一
号
被
保
険
者
は
、
法
第
八
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

第
七
十
六
条

第
一
号
被
保
険
者
は
、
法
第
八
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
、
国
民

当
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
、
国
民

年
金
手
帳
を
添
え
て
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
れ
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

年
金
手
帳
を
添
え
て
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
れ
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
た
だ
し
、
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

い
。
た
だ
し
、
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
申
請
を
し
た
と
き
若
し
く
は
法
第
八
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

る
申
請
を
し
た
と
き
若
し
く
は
法
第
八
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
く
な
つ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
法
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項

な
く
な
つ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
法
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項

、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
平
成
十
六

、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
平
成
十
六

年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
平
成
二
十
六
年
年
金

年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
と

事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
と
き
又
は
厚

き
又
は
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
八
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
く

生
労
働
大
臣
が
法
第
八
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
く
な
つ
た
こ

な
つ
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一

（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項

号
及
び
第
二
項
第
一
号
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四

第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
月
）

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
月
）

第
七
十
七
条
の
二

法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九

第
七
十
七
条
の
二

法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善

十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
月
は
、
六

月
は
、
六
月
（
法
第
九
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
前
年
の
所
得
に
あ
つ

月
（
法
第
九
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
前
年
の
所
得
に
あ
つ
て
は
、
三

て
は
、
三
月
）
と
す
る
。

月
）
と
す
る
。

（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六

（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請
）

年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請
）

第
七
十
七
条
の
五

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又

第
七
十
七
条
の
五

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申

に
よ
る
申
請
は
、
保
険
料
の
免
除
の
特
例
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
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請
は
、
保
険
料
の
免
除
の
特
例
（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し

り
保
険
料
の
納
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の

同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
係
る
年
度
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

規
定
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
係
る
年
度
ご
と
に
、
次
の
各
号
に

い
。

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

申
請
者
又
は
申
請
者
の
配
偶
者
（
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
申
請
者

四

申
請
者
又
は
申
請
者
の
配
偶
者
（
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
申
請
者

の
配
偶
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
等
」
と
い
う
。
）
が
平
成

の
配
偶
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
等
」
と
い
う
。
）
が
平
成

十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年

十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納

金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
所
得

こ
と
を
要
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
所
得
の
状
況

の
状
況
そ
の
他
の
事
実

そ
の
他
の
事
実

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得
が
五
十
七
万
円
を

四

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得
が
五
十
七
万
円
を

超
え
る
申
請
者
等
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

超
え
る
申
請
者
等
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

申
請
者
等
が
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は

ロ

申
請
者
等
が
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に

第
二
項
第
三
号
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第

該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

一
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類

３

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
法
第
九

３

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
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十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
若
し
く
は
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則

第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
第
一
項

第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る

に
規
定
す
る
申
請
書
（
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
に
申
請
日
が
含
ま
れ
る
場

部
分
を
除
く
。
）
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一

合
に
限
る
。
）
の
提
出
の
際
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生

項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
期
間
の
終
了
後
引
き
続
き
当
該
期
間
と
同
一
の
事
由
に
よ
り

）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
（
第
一
項
第
二
号

申
請
を
行
う
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
第
一
項
に
規
定
す
る
申

に
規
定
す
る
期
間
に
申
請
日
が
含
ま
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
の
提
出
の
際
に
平
成
十

請
書
の
提
出
及
び
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働

六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事

大
臣
が
申
請
者
等
の
前
年
の
所
得
の
額
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限

業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
期
間
の
終
了

り
で
な
い
。

後
引
き
続
き
当
該
期
間
と
同
一
の
事
由
に
よ
り
申
請
を
行
う
旨
を
申
し
出
た
と
き
は

、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
提
出
及
び
前
項
に
掲
げ
る
書

類
の
添
付
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
申
請
者
等
の
前
年
の
所
得
の

額
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業

（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

定
め
る
者
）

第
七
十
七
条
の
五
の
二

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
平
成

第
七
十
七
条
の
五
の
二

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
第

令
で
定
め
る
者
は
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は

一
号
又
は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の

第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が
確
認
し

て
同
じ
。
）
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第

た
者
（
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
が
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九

一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下

条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が
確

確
認
し
た
者
に
限
る
。
）
と
す
る
。

認
し
た
者
（
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
が
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
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十
九
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善

法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

を
厚
生
労
働
大
臣
が
確
認
し
た
者
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
納
付
猶
予
申
請
の
事
務
手
続
に
関
す
る
特
例
に
係
る
申
請
の
委
託
の
方
法
）

（
納
付
猶
予
申
請
の
事
務
手
続
に
関
す
る
特
例
に
係
る
申
請
の
委
託
の
方
法
）

第
七
十
七
条
の
五
の
三

納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
（
平
成
十
六
年
改
正
法
附

第
七
十
七
条
の
五
の
三

納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
（
平
成
十
六
年
改
正
法
附

則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五

則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
を
い
う
。

条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

以
下
同
じ
。
）
が
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

が
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事

り
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
以
下
「
納
付

業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
猶
予
申
請
（
平
成
十
六

猶
予
申
請
」
と
い
う
。
）
を
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
に
委
託
す
る
と
き
は

年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則

、
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
同
条
第

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
指
定
全
額
免
除

二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
当
該
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱

申
請
事
務
取
扱
者
に
委
託
す
る
と
き
は
、
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ

を
当
該
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
は
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二

２

指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
は
、
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
の
二

第
一
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
か
ら
納
付
猶
予
申
請

に
基
づ
き
、
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
か
ら
納
付
猶
予
申
請
の
委
託
を
受
け

の
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
に
、
次
に
掲
げ

た
と
き
は
、
当
該
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
に
よ
る
納
付
猶
予
申
請
）

（
指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
に
よ
る
納
付
猶
予
申
請
）
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第
七
十
七
条
の
五
の
四

指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
は
、
平
成
十
六
年
改
正
法

第
七
十
七
条
の
五
の
四

指
定
全
額
免
除
申
請
事
務
取
扱
者
は
、
平
成
十
六
年
改
正
法

附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十

附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等

五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
納
付
猶
予
要
件
該
当
被
保
険
者
等
の
委
託
を
受
け

の
委
託
を
受
け
て
納
付
猶
予
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
申
請

て
納
付
猶
予
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
申
請
書
に
次
に
掲
げ

書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
付
記
し
、
か
つ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類

る
事
項
を
付
記
し
、
か
つ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
を
添
え
て
、
こ

を
添
え
て
、
こ
れ
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
二
項
第
三
号

（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
二
項
第
三
号

及
び
第
三
項
第
三
号
並
び
に
第
九
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
、
平
成
十
六
年
改
正
法

及
び
第
三
項
第
三
号
並
び
に
第
九
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
並
び
に
平
成
十
六
年
改

附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
三
号
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金
事

正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

令
で
定
め
る
事
由
）

る
事
由
）

第
七
十
七
条
の
七

法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、

第
七
十
七
条
の
七

法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、

第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
項
第
三
号
並
び
に
第
九
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
、
平
成

第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
項
第
三
号
並
び
に
第
九
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
並
び
に

十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
三
号
並
び
に
平
成
二

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す

十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一

法
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九

一

法
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九

十
条
の
三
第
一
項
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

十
条
の
三
第
一
項
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
期
間
の
属

に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
期
間
の
属
す
る
年
又

す
る
年
又
は
そ
の
前
年
（
当
該
期
間
に
一
月
か
ら
六
月
ま
で
（
法
第
九
十
条
の
三

は
そ
の
前
年
（
当
該
期
間
に
一
月
か
ら
六
月
ま
で
（
法
第
九
十
条
の
三
第
一
項
に

第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
に
あ
つ
て
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
）
の
い
ず
れ
か
の
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規
定
す
る
申
請
に
あ
つ
て
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
）
の
い
ず
れ
か
の
月
が
含
ま

月
が
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
の
属
す
る
年
、
そ
の
前
年
又
は
そ

れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
の
属
す
る
年
、
そ
の
前
年
又
は
そ
の
前
々
年

の
前
々
年
）
に
お
け
る
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に

）
に
お
け
る
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
、
被

よ
り
、
被
保
険
者
、
世
帯
主
、
配
偶
者
又
は
被
保
険
者
、
世
帯
主
若
し
く
は
配
偶

保
険
者
、
世
帯
主
、
配
偶
者
又
は
被
保
険
者
、
世
帯
主
若
し
く
は
配
偶
者
の
属
す

者
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
の
所
有
に
係
る
住
宅
、
家
財
そ
の
他
の
財
産
に

る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
の
所
有
に
係
る
住
宅
、
家
財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
き
被
害

つ
き
被
害
金
額
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
充
さ
れ
た
金
額
を
除
く
。

金
額
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
充
さ
れ
た
金
額
を
除
く
。
）
が
、
そ

）
が
、
そ
の
価
格
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
損
害
を
受
け
た
と
き
。

の
価
格
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
損
害
を
受
け
た
と
き
。

二

法
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九

二

法
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九

十
条
の
三
第
一
項
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

十
条
の
三
第
一
項
並
び
に
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
期
間
の
属

に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
期
間
の
属
す
る
年
又

す
る
年
又
は
そ
の
前
年
（
当
該
期
間
に
一
月
か
ら
六
月
ま
で
（
法
第
九
十
条
の
三

は
そ
の
前
年
（
当
該
期
間
に
一
月
か
ら
六
月
ま
で
（
法
第
九
十
条
の
三
第
一
項
に

第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
に
あ
つ
て
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
）
の
い
ず
れ
か
の

規
定
す
る
申
請
に
あ
つ
て
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
）
の
い
ず
れ
か
の
月
が
含
ま

月
が
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
の
属
す
る
年
、
そ
の
前
年
又
は
そ

れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
の
属
す
る
年
、
そ
の
前
年
又
は
そ
の
前
々
年

の
前
々
年
）
に
お
い
て
、
失
業
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

）
に
お
い
て
、
失
業
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と

ら
れ
る
と
き
。

き
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
保
険
料
免
除
取
消
の
申
請
）

（
保
険
料
免
除
取
消
の
申
請
）

第
七
十
七
条
の
八

法
第
九
十
条
第
三
項
（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
三

第
七
十
七
条
の
八

法
第
九
十
条
第
三
項
（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
三

項
及
び
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
申

る
申
請
は
、
申
請
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載

請
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
し
た
申
請
書
を

し
た
申
請
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の

３

法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の

と
さ
れ
た
被
保
険
者
が
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
若
し

と
さ
れ
た
被
保
険
者
が
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
若
し

く
は
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
請
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
若

く
は
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
請
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
若

し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
の
申
請
の
委
託
を
行
つ
た
と
き
、
法
第
九
十

し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
の
申
請
の
委
託
を
行
つ
た
と
き
、
法
第
九
十

条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
一
部
を
納
付

条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
被
保
険
者
が
第
七
十
五
条
の
届
出
、
第
七
十

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
被
保
険
者
が
第
七
十
五
条
の
届
出
、
第
七
十

五
条
の
二
第
一
項
の
申
出
、
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
若
し

五
条
の
二
第
一
項
の
申
出
、
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
若
し

く
は
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
請
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
二
の
三
第
一
項
、

く
は
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
請
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
二
の
三
第
一
項
、

第
七
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
の
申
請
の

第
七
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
の
申
請
の

委
託
を
行
つ
た
と
き
、
又
は
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は

委
託
を
行
つ
た
と
き
、
又
は
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

第
二
項
若
し
く
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の

項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
被
保
険
者

規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
被
保
険
者
が
第

が
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
四
第

七
十
七
条
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項

一
項
の
申
請
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
四

の
申
請
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
四
の
二

の
二
第
一
項
の
申
請
の
委
託
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
の
申
請
を
行
つ

第
一
項
の
申
請
の
委
託
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
の
申
請
を
行
つ
た
も

た
も
の
と
み
な
す
。

の
と
み
な
す
。

第
七
十
八
条
の
二

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等

第
七
十
八
条
の
二

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成

二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
」
と
い

二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
」
と
い

う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
申
込
書
に
は
、
次
の
各
号
に

う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
申
込
書
に
は
、
次
の
各
号
に
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掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後

二

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

納
保
険
料
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
期
間

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
年
金

事
業
運
営
改
善
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後
納
保
険

料
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
期
間

三

（
略
）

三

（
略
）

第
八
十
五
条
の
二

（
略
）

第
八
十
五
条
の
二

（
略
）

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
第
七
十
七
条
第
一
項
（
第
一

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
第
七
十
七
条
第
一
項
（
第
一

号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
（
第
二
号
に
該
当
す

号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
（
第
二
号
に
該
当
す

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
（
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
（
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限

る
。
）
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
（
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。

る
。
）
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
第
一
項
（
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。

）
の
規
定
に
よ
り
申
請
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
該
当
す
る

）
の
規
定
に
よ
り
申
請
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
該
当
す
る

場
合
に
限
る
。
）
、
第
七
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
（
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に

場
合
に
限
る
。
）
、
第
七
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
（
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に

限
る
。
）
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
（
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
に

限
る
。
）
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の
五
の
三
第
一
項
（
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
に

限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
委
託
を
行
う
者
は
、
申
請
書
に
申
請
者
等
の
所
得

限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
委
託
を
行
う
者
は
、
申
請
書
に
申
請
者
等
の
所
得

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
当
該
市
町
村
長
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
当
該
市
町
村
長
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
こ
れ
を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

は
、
こ
れ
を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第

四

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第

二
号
に
該
当
す
る
と
き
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
三
号
又
は
平
成
十
六
年
改
正
法

二
号
に
該
当
す
る
と
き
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
三
号
又
は
平
成
十
六
年
改
正
法
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附
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き

附
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き

に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
三
号

に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
三
号

五

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第

（
新
設
）

九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
に
限
る
。
）
又
は
第
三
号

第
八
十
五
条
の
三

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
請
を
行
う
者
（
次
項
に
お
い
て
「
免

第
八
十
五
条
の
三

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
請
を
行
う
者
（
次
項
に
お
い
て
「
免

除
等
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
書
（
次
項
に
お
い
て
単
に

除
等
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
書
（
次
項
に
お
い
て
単
に

「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
に
申
請
者
等
の
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
に
申
請
者
等
の
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
者
等

き
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
者
等

（
地
方
税
法
第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

（
地
方
税
法
第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
申
請
者
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
得
が
同
表

い
申
請
者
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
得
が
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が
確
認

の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が
確
認

で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
当
該
申
請
者
等
の
所
得
が
当
該
額
を
超
え

で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
当
該
申
請
者
等
の
所
得
が
当
該
額
を
超
え

な
い
旨
を
記
載
し
た
申
立
書
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
い
旨
を
記
載
し
た
申
立
書
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定

第
七
十
七
条
の
五
第
二

平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

第
七
十
七
条
の
五
第
二

に
よ
る
申
請
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ

項
第
三
号

よ
る
申
請
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
る
申

項
第
三
号

る
申
請
に
限
る
。
）
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定

請
に
限
る
。
）
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

に
よ
る
申
請
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ

（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
る
申
請
に
限
る

る
申
請
に
限
る
。
）
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業

。
）

運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

申
請
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
る
申
請

に
限
る
。
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
十
三
条
の
二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
九
項
又
は

第
百
十
三
条
の
二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
九
項
の
規

第
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は

定
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委

、
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
権
限
を
自
ら
行

任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
お
い

（
新
設
）

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
百
九
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
権
限

三

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
八
項
又
は
第
十
四
条
第

二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
八
項
の
規
定
に
お
い
て

六
項
の
規
定
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
百
九
条
の
四
第
四
項
の
規
定

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
百
九
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

に
よ
る
公
示

２

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
十
項
又
は
第
十
四
条
第
八

２

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
地
方
厚
生
支
局
の
管
轄
区
域

項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
地
方
厚
生
支
局
の
管
轄
区
域
に
係
る
も
の
は
、
地
方

に
係
る
も
の
は
、
地
方
厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
地
方
厚
生
局
長
が
当

厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
地
方
厚
生
局
長
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ

該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

と
を
妨
げ
な
い
。
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◎

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十

八
号
）

抄

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

附

則

附

則

（
小
口
の
教
育
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
の
要
件
）

（
小
口
の
教
育
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
の
要
件
）

第
二
条
の
二

機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は

第
二
条
の
二

機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

申
込
み
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
に
お
い
て
国
民
年
金
法
第
八
十
九

三

申
込
み
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
に
お
い
て
国
民
年
金
法
第
八
十
九

条
第
一
項
、
第
九
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
、
国
民
年
金
法

条
、
第
九
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
又
は
国
民
年
金
法
等
の

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
十
九
条
第

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
十
九
条
第
一
項

一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
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◎

厚
生
労
働
省
関
係
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
号
）

抄

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
日
本
年
金
機
構
へ
の
報
告
等
）

（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
日
本
年
金
機
構
へ
の
報
告
等
）

第
二
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に

第
二
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
共
サ
ー

規
定
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
共
サ
ー

ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
毎
月
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
日
本
年
金

ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
毎
月
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
日
本
年
金

機
構
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

機
構
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

一
（
略
）

二

公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
が
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

二

公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
が
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
て
同
号
の
確
認
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保

よ
り
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
て
同
号
の
確
認
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
険

険
料
滞
納
者
に
つ
い
て
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第

料
滞
納
者
に
つ
い
て
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
九
十

九
十
条
第
一
項
各
号
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
若
し
く
は
第

条
第
一
項
各
号
、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
若
し
く
は
第
三
項
各

三
項
各
号
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
各
号
若
し
く
は
国
民
年
金
法
等
の
一

号
若
し
く
は
第
九
十
条
の
三
第
一
項
各
号
又
は
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
十
九
条
第
二
項
各

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
十
九
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と

号
又
は
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

思
料
す
る
と
き
は
、
当
該
保
険
料
滞
納
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
基
礎
年
金
番
号

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項

各
号
に
該
当
す
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
当
該
保
険
料
滞
納
者
の
氏
名
、
生
年
月

日
及
び
基
礎
年
金
番
号
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三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）


